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給付奨学金（家計急変採用）の判定結果に関する Q&A 
（すでに給付奨学金の支給を受けている方の申し込み） 

 
 
全事由共通 
Q１ 予期できない事由により家計が急変したため、家計急変採用の取扱いへの変更を申請したが、

不承認となった。 
 
A１ 家計急変における「支援区分」は、以下①及び②で算出した支給額算定基準額の合計により

判定します。 
 

①【家計急変の事由に該当する生計維持者】 
機構に提出された収入証明書類から推算した年間所得の見込額（※）と、マイナンバー等によ
り取得した住民税情報によって、支給額算定基準額を算出します。 
※（参考）年間所得見込額の算出方法 
 
②【家計急変の事由に該当しない生計維持者と申込者本人】 
マイナンバー等により取得した住民税情報に基づき、支給額算定基準額を算出します。 
②の支給額算定基準額の算出方法は、家計急変以外の通常の申込の場合（在学採用）と同じ審
査方法となりますので、以下の Q&A をご確認ください。 
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そのため、家計急変の事由に該当していても、上記の合計によって、「支援区分」が上がらな
い場合は、家計急変採用への変更は行いません。 

 
   家計急変採用への変更を行わない場合は、現状の給付奨学生としての支給を継続します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/saiyochu/kyufu/kakeikyuhen.html#mikomigaku
https://www.jasso.go.jp/faq/shogakukin/moshikomi/zaigaku/kekka/index.html#/
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 （例１）「①【家計急変の事由に該当する生計維持者】」が当初より非課税の場合 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支給額算定基準額の合計額が変わらないため、「支援区分」もこれまでと同じ第Ⅱ区分となり 
ます。そのため、家計急変採用への変更は行いません。 

  

 

※「死亡事由」「暴力等からの避難事由」の場合は、「①【家計急変の事由に該当する生計維持
者】」は生計維持者として扱いませんので、支給額算定基準額は算出しません。 
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 （例２）「①【家計急変の事由に該当する生計維持者】」の支給額算定基準額は下がったが、 
①と②の合計額によって、支援区分が変わらない場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支給額算定基準額の合計額は下がりましたが、第Ⅱ区分の基準額内であるため、「支援区分」 
は変わりません。そのため、家計急変採用への変更は行いません。 

 
 
 

※「死亡事由」「暴力等からの避難事由」の場合は、「①【家計急変の事由に該当する生計維持
者】」は生計維持者として扱いませんので、支給額算定基準額は算出しません。 
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